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井
和
則
君
提
出
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
類
似
す
る
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
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適
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れ
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認
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等
に
関
す
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質
問
に
対
し
、
別
紙
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弁
書
を
送
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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
類
似
す
る
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
が
適
用
さ
れ

た
労
働
者
の
過
労
死
認
定
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
四
月
二
十
七
日
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
四
月
に
池
袋
労
働
基
準
監
督
署
長
が
行
っ
た
い
わ
ゆ
る
過
労
死
に
係
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
よ
る
保
険
給
付
の
支
給
の
決
定
は
、
同
月
二
十
七
日
付
け
の
一
件
の
み
で
あ
り
、
お
尋
ね
の

「
調
査
の
復
命
日
」
に
つ
い
て
は
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
労
働
局
の
管
轄
区
域
内
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
平
成
二
十
九
年
度
に
同
法
に
よ
る
保
険
給
付
の
支
給

の
決
定
を
行
っ
た
過
労
死
等
事
案
の
復
命
日
か
ら
支
給
の
決
定
ま
で
の
平
均
的
な
期
間
は
八
・
一
日
で
あ
る
が
、
同
法
第
八

条
に
定
め
る
給
付
基
礎
日
額
に
つ
い
て
慎
重
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
等
の
場
合
に
は
、
復
命
後
、
支
給
の
決
定
ま
で
に
一

定
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

一



い
わ
ゆ
る
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
適
用
要
件
は
、
労
働
者
が
「
業
務
の
性
質
上
そ
の
遂
行
の
方
法
を
大
幅
に
当
該
業

務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
該
業
務
の
遂
行
の
手
段
及
び
時
間
配
分
の
決
定
等
に
関

し
使
用
者
が
具
体
的
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
」
に
従
事
す
る
こ
と
等
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
同
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当

し
な
い
場
合
に
は
、
労
働
時
間
の
み
な
し
の
効
果
が
生
じ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十

九
号
）
第
三
十
二
条
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
違
反
と
な
り
、
同
法
第
百
十
九
条
に
よ
り
、
六
箇
月
以
下
の
懲
役
又
は
三

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

八
か
ら
十
ま
で
に
つ
い
て

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
よ
る
保
険
給
付
の
請
求
が
さ
れ
た
と
き
か
ら
当
該
請
求
に
対
す
る
支
給
又
は
不
支
給
の
決
定

（
以
下
「
労
災
認
定
」
と
い
う
。
）
を
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な
期
間
に
つ
い
て
、
脳
・
心
臓
疾
患
に
係
る
労

災
認
定
は
六
箇
月
、
精
神
障
害
に
係
る
労
災
認
定
は
八
箇
月
と
し
て
い
る
。
個
別
の
事
案
に
関
す
る
回
答
は
差
し
控
え
る
が
、

二



厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
当
該
標
準
的
な
期
間
を
踏
ま
え
、
迅
速
か
つ
公
正
に
労
災
認
定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
の
、

複
雑
困
難
な
事
案
に
つ
い
て
は
、
労
災
認
定
ま
で
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
働
き
方
改

革
推
進
法
案
の
審
議
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
厚
生
労
働
省
本
省
が
恣
意
的
に
手
続
き
等
を
遅
ら
せ
た
り
、
止
め
た
り
し
て

い
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
自
主
点
検
」
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
三
及
び
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
み
な
し

労
働
時
間
制
度
を
導
入
し
て
い
る
事
業
場
の
事
業
主
に
対
し
、
平
成
三
十
年
二
月
中
に
報
告
を
す
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
当
該
報
告
の
結
果
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
監
督

指
導
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
当
該
報
告
の
未
提
出
事
業
場
に
対
し
て
は
、
既
に
監
督
指
導
を
開
始
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

十
二
、
十
三
及
び
十
五
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
年
収
要
件
に
つ
い
て
は
、
「
労
働
契
約
に
よ
り
使
用
者
か
ら
支
払
わ
れ
る

と
見
込
ま
れ
る
賃
金
の
額
を
一
年
間
当
た
り
の
賃
金
の
額
に
換
算
し
た
額
が
基
準
年
間
平
均
給
与
額
・
・
・
の
三
倍
の
額
を

三



相
当
程
度
上
回
る
水
準
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
」
こ
と
と
し
て
お
り
、
対
象
業
務
に
就
か
せ
た
時

点
か
ら
当
該
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、
当
該
就
か
せ
た
時
点
か
ら
同
制
度
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

十
四
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
同
意
を
要
件
と
し
て
い
る
が
、
当
該
同
意
は
撤
回

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
制
度
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
「
同
意
を
し
な
か
つ
た
対
象
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱

い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
決
議
（
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
以
下
「
法
律
案
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
基
準
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
決
議
を
い
う
。
）
を
し
、
当
該
決
議
を
行
政
官
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
、
使
用
者
が

「
同
意
を
し
な
か
つ
た
対
象
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
」
を
し
た
場
合
に
は
、
労
働
基
準
監
督
機
関

に
よ
る
監
督
指
導
の
対
象
と
な
る
。

十
六
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
お
い
て
は
、
対
象
業
務
は
「
高
度
の
専
門
的
知
識
等
を
必
要
と
し
、
そ
の

四



性
質
上
従
事
し
た
時
間
と
従
事
し
て
得
た
成
果
と
の
関
連
性
が
通
常
高
く
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
業
務
」
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「
使
用
者
と
の
間
の
書
面
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
方
法
に
よ
る
合
意
に
基
づ
き
職
務
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
対
象

者
は
労
働
条
件
に
関
す
る
一
定
の
交
渉
力
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
者
と
し
て
「
労
働
契
約
に
よ
り
使
用
者
か
ら
支
払

わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
賃
金
の
額
を
一
年
間
当
た
り
の
賃
金
の
額
に
換
算
し
た
額
が
基
準
年
間
平
均
給
与
額
・
・
・
の
三
倍

の
額
を
相
当
程
度
上
回
る
水
準
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
」
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
、
加
え

て
、
同
制
度
の
適
用
に
当
た
っ
て
労
働
者
の
同
意
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
態
は
通
常
想
定
さ

れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

十
七
に
つ
い
て

法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
新
安
衛
法
」
と
い
う
。
）
第

六
十
六
条
の
八
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
六
条
の
八
第
五
項
に
お
い
て
、
「
事
業
者
は
、

・
・
・
医
師
の
意
見
を
勘
案
し
、
そ
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
の
実
情
を
考
慮
し
て
、
・
・
・
適
切

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
項
違
反
に
対
す
る
罰
則
は
な
い
。

五



十
八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
過
少
に
記
録
し
て
い
た
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
健
康
管
理
時
間
を
過
少
に
記
録
し
、
当
該
不
適
切
な
記
録
に

基
づ
き
新
安
衛
法
第
六
十
六
条
の
八
の
四
第
一
項
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
新
安
衛
法
第
百
二
十
条
第
一
号
に
よ
り
五
十
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
労
働
基
準
監
督
署
の
調
査
等
に
際
し
て
、
過
少
に
開
示
等
を
行
っ
た
場
合
」
に
つ
い
て
は
、
労
働
基

準
法
第
百
二
十
条
第
四
号
に
よ
り
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

十
九
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
適
用
要
件
は
、
労
働
者
が
「
業
務
の
性
質
上
そ
の
遂
行
の
方
法
を
大
幅
に
当
該
業

務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
該
業
務
の
遂
行
の
手
段
及
び
時
間
配
分
の
決
定
等
に
関

し
使
用
者
が
具
体
的
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
」
に
従
事
す
る
こ
と
等
と

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
適
用
要
件
は
、
労
働
者
が
「
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
の
企
画
、
立
案
、
調
査
及
び
分
析
の
業
務
で
あ
つ
て
、
当
該
業
務
の
性
質
上
こ
れ
を
適
切
に
遂
行
す
る
に
は
そ
の
遂

行
の
方
法
を
大
幅
に
労
働
者
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
該
業
務
の
遂
行
の
手
段
及
び
時
間
配
分
の
決
定
等

六



に
関
し
使
用
者
が
具
体
的
な
指
示
を
し
な
い
こ
と
と
す
る
業
務
」
に
従
事
す
る
こ
と
等
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、
労
働

時
間
の
み
な
し
の
効
果
が
生
じ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
労
働
基
準
法
第
三
十
二
条
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
違
反
と
な
り
、

同
法
第
百
十
九
条
に
よ
り
、
六
箇
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
お
尋
ね
の
件
数
に
つ
い
て
は
、
統
計
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
平
成
三
十
年
五

月
十
一
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
が
お
答
え
し
た
と
お
り
、
平
成
二
十
九
年
に
裁
量
労

働
制
に
関
し
是
正
勧
告
又
は
指
導
を
行
っ
た
事
業
場
数
は
、
二
百
七
十
二
事
業
場
で
あ
る
。

七


